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【部門区分】第１部門第２区分
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【公表番号】特表2019-535469(P2019-535469A)
【公表日】令和1年12月12日(2019.12.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-050
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  25/09     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月9日(2020.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガイドワイヤを片手で挿入するためのデバイスであって、
　本体と、アクチュエータキャリッジと、を備え、
　前記本体は、
　　前記本体に形成される把持部と、
　　前記本体によって画定される案内路と、
　　前記本体に形成される、シリンジのための取付部と、
を有し、
　　前記シリンジは、プランジャと、プランジャフランジと、前記プランジャを貫通する
ガイドワイヤ通路と、前記プランジャを貫通する前記ガイドワイヤ通路と同一直線上の中
空針とを有し、
　　前記取付部は、シリンジのバレルを受け入れて保持するように適合され、
　前記アクチュエータキャリッジは、
　前記本体の前記案内路に沿って摺動可能であり、
　前記アクチュエータキャリッジに、
　　トリガと、
　　シリンジの前記プランジャフランジを把持するように適合されたフランジ拘束部と、
　　前記アクチュエータキャリッジ上に取り付けられた実質的に環状のカセットを支持す
るように適合されたワイヤガイド送給取付部であって、
　　　前記プランジャフランジと結合し、前記ガイドワイヤを、前記シリンジの前記プラ
ンジャを貫通する前記ガイドワイヤ通路内に方向付けるように適合された案内具と、
　　　前記実質的に環状のカセットと前記案内具との間のワイヤ送給面と、
が取り付けられた、ワイヤガイド送給取付部と、
　　前記実質的に環状のカセットと結合するように適合された受け部と、
が取り付けられており、
　前記把持部が片方の手の複数本の指によって係合されているとき、前記片方の手の１本
の指は、前記片方の手の１本の指と前記ワイヤ送給面との間で前記ワイヤと係合すること
によって前記シリンジを通じて前記ワイヤを前進させ、前記ワイヤの先端が受ける抵抗の
度合いを感知することが可能であり、前記片方の手の１本の指は、前記片方の手の複数本
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の指が前記把持部に係合し続けた状態で、前記シリンジの前記トリガを後方及び／又は前
方に押圧し、前記プランジャを後方及び／又は前方に引くことが可能であるように、前記
把持部、前記トリガ及び前記送給面が配置されている、ガイドワイヤを片手で挿入するた
めのデバイス。
【請求項２】
　前記実質的に環状のカセットと結合するように適合された前記受け部は、前記フランジ
拘束部から後方に離間され、前記環状のカセットの出口を、前記ワイヤ送給面、前記案内
具、及び前記シリンジの前記プランジャを貫通する前記ガイドワイヤ通路と実質的に一直
線上に保持する、請求項１に記載のガイドワイヤを片手で挿入するためのデバイス。
【請求項３】
　前記案内路は前記本体の内部にある、請求項２に記載のガイドワイヤを片手で挿入する
ためのデバイス。
【請求項４】
　前記案内路は、前記本体の外面に形成される、請求項２に記載のガイドワイヤを片手で
挿入するためのデバイス。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
優先権の主張
　本出願は、２０１７年１１月１０日に出願された国際出願ＰＣＴ／ＵＳ２０１７／６１
０４６の国内移行出願である。ＰＣＴ／ＵＳ２０１７／６１０４６は、２０１６年１１月
１０日に出願された米国仮特許出願第６２／４２０，２６９号に基づく優先権を主張する
。本出願は、この米国仮特許出願の優先権が主張され、この米国仮特許出願の開示は参照
により援用される。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
【図１】本発明の挿入デバイスの部分的に展開された概略等角斜視図であり、ガイドワイ
ヤ送給部モジュールの取り付け前に適所にあるシリンジのプランジャを示す。
【図２】本発明の挿入デバイスの展開された概略等角斜視図である。
【図３】本発明の挿入デバイスの展開された概略等角斜視図であり、シリンジの指掛けフ
ランジを適所に長手方向に固定しながら、シリンジを本体上に保持する、指掛けフランジ
保持クリップの詳細を示す。
【図４】本体の正面におけるシリンジ保持リングの詳細を示す。
【図５】本体の正面におけるシリンジ保持リングの詳細を示す。
【図６】本体の背面におけるシリンジ保持クリップの詳細を示す。
【図７】本体の背面におけるシリンジ保持クリップの詳細を示す。
【図８】本発明の挿入デバイスと共に用いるのに適したワイヤガイド送給部モジュールの
概略等角斜視図である。
【図９】ワイヤ操作中の触覚を向上させるのに好ましい中間の凸部を特に示す図８のワイ
ヤガイド送給部モジュールの詳細を示す。
【図１０】ワイヤ操作中の触覚を向上させるのに好ましい中間の凸部を特に示す図８のワ
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イヤガイド送給部モジュールの詳細を示す。
【図１１】ワイヤ操作中の触覚を向上させるのに好ましい中間の凸部を特に示す図８のワ
イヤガイド送給部モジュールの詳細を示す。
【図１２】ワイヤ操作中の触覚を向上させるのに好ましい中間の凸部を特に示す図８のワ
イヤガイド送給部モジュールの詳細を示す。
【図１３】ワイヤ操作中の触覚を向上させるのに好ましい中間の凸部を特に示す図８のワ
イヤガイド送給部モジュールの詳細を示す。
【図１４】カセットが、シリンジのプランジャ上への装着を助長しにくいサイズであると
きに、シリンジではなくアクチュエータキャリッジ上にワイヤガイド送給部及び大きなカ
セットを装着することを可能にする、ワイヤガイド送給部装着用固定具又は保持具に装着
されているときの図８～図１３のワイヤガイド送給部の底面を示す。
【図１５】カセットが、シリンジのプランジャ上への装着を助長しにくいサイズであると
きに、シリンジではなくアクチュエータキャリッジ上にワイヤガイド送給部及び大きなカ
セットを装着することを可能にする、ワイヤガイド送給部装着用固定具又は保持具に装着
されているときの図８～図１３のワイヤガイド送給部の底面を示す。
【図１６】図１４及び図１５のワイヤガイド送給部装着用固定具又は保持具の詳細を示す
。
【図１７】図１４及び図１５のワイヤガイド送給部装着用固定具又は保持具の詳細を示す
。
【図１８】図１４及び図１５のワイヤガイド送給部装着用固定具又は保持具の詳細を示す
。
【図１９】図１４及び図１５のワイヤガイド送給部装着用固定具又は保持具の詳細を示す
。
【図２０】図１４及び図１５のワイヤガイド送給部装着用固定具又は保持具の詳細を示す
。
【図２１】図１４及び図１５のワイヤガイド送給部装着用固定具又は保持具の詳細を示す
。
【図２２】図１４～図２１のワイヤガイド送給部装着用固定具又は保持具において図８～
図１３のワイヤガイド送給部を保持するための保持機構を適合させるための爪の詳細を示
す概略図である。
【図２３】本体上の嵌合クリップの真上のシリンジと、作動キャリッジとを有する本発明
の挿入デバイスの概略等角斜視図である。
【図２４】ワイヤガイド送給部の挿入前の作動キャリッジ上へのワイヤガイド送給部装着
用固定具の装着を示す、ワイヤガイド送給部装着用固定具の概略等角斜視図である。
【図２５】ワイヤガイド送給部モジュールの挿入前の作動キャリッジ上への保持具の誤っ
た装着を防ぐ装着機構の詳細を示す、図２４のワイヤガイド送給部装着用固定具の拡大概
略等角斜視図である。
【図２６】操作者が確実にかつ迅速にシリンジを挿入デバイスに装着することを可能にす
るように構成された、本発明の代替的な挿入デバイスを示す概略等角斜視図である。
【図２７】シリンジ上の指掛けフランジと、本体におけるその嵌合溝との相互作用を示す
、図２６の概略等角斜視図の詳細図である。
【図２８】図２６に示す外部ガイドの分解図である。
【図２８Ａ】プランジャフランジと、プランジャフランジクリップとの相互作用を示す、
図２６の概略等角斜視図の詳細図である。
【図２９】ワイヤ制御面を、ワイヤ制御面が上方を向いた状態でトリガ機構の上に位置決
めし、ワイヤが、上記の実施形態のように指の先端ではなく、指の平坦部によってより容
易に係合されるようになっているために、多くの臨床医が人間工学的に好ましいと考える
場合がある本発明の代替的な実施形態を示す。
【図３０】ワイヤ制御面を、ワイヤ制御面が上方を向いた状態でトリガ機構の上に位置決
めし、ワイヤが、上記の実施形態のように指の先端ではなく、指の平坦部によってより容
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易に係合されるようになっているために、多くの臨床医が人間工学的に好ましいと考える
場合がある本発明の代替的な実施形態を示す。
【図３１】図２９及び図３０の代替的な実施形態の平面図である。
【図３２】図２９及び図３０の代替的な実施形態の右側面図である。
【図３３】図２９及び図３０の代替的な実施形態の背面図である。
【図３４】図２９及び図３０の代替的な実施形態の正面図である。
【図３５】図２９及び図３０の代替的な実施形態の底面図である。
【図３６】図２９及び図３０の代替的な実施形態の図３２における線３６－３６に沿った
断面図である。
【図３７】図２９及び図３０の代替的な実施形態の左側面図である。
【図３８】図３０に示す実施形態の展開図である。
【図３９】図３０に示す実施形態の展開図である。
【図４０】図３０に示す実施形態の展開図である。
【図４１】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図４２】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図４３】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図４４】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図であり、指掛けフランジ６６が本来の位置にある指掛け
フランジスロット６８を示す、図４１の詳細図である。
【図４５】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図４６】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図４７】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図４８】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図であり、特に、図３９における指掛けフランジスロット
６８の詳細図である。
【図４９】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図５０】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図５１】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図５２】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図５３】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図５４】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図５５】図２９及び図３０の実施形態のためのバレル、プランジャ及びガイドワイヤア
タッチメントの固定を示す詳細図である。
【図５６】指リングを後方に引き込むことによって吸引をシリンジバレルにどのように供
給することができるか、を示し、これは通常、臨床医が新たな開始が望ましいと感じると
きに、身体の外でシリンジを用いてのみ行われるべきである。
【図５７】指リングを前方に動かすことによってシリンジのプランジャをどのように前進
させることができるかを示し、これは通常、臨床医が新たな開始が望ましいと感じるとき
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に、身体の外でシリンジを用いてのみ行われるべきである。
【図５８】「柄型ハンドル」構成を有する本発明の実施形態を示す。
【図５９】セルジンガー法の開始時に通常通りスライダが前進した状態の、図５８の本発
明の柄型ハンドル実施形態を示す。これに対し、図５８では、スライダは、シリンジ内に
わずかな真空を引き起こすように引き込まれており、医師が、針が液体充填領域に入った
ときを判断することを可能にする一方で、もう片方の手で、針が適切に位置決めされたこ
とを確認するための超音波診断装置を操作することを可能にする。
【図６０】図５８及び図５９の実施形態の平面図である。
【図６１】図５８及び図５９の実施形態の正面図である。
【図６２】図５８及び図５９の実施形態の、図６１における６２－６２に沿って取得され
た断面図である。
【図６３】図５８及び図５９の実施形態の左側面図である。
【図６４】図５８及び図５９の実施形態の右側面図である。
【図６５】図５８及び図５９の実施形態の背面図である。
【図６６】図５８及び図５９の実施形態の底面図である。
【図６７】図５８及び図５９の実施形態の展開図である。
【図６８】シリンジのバレル上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置にスナ
ップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図６９】シリンジのバレル上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置にスナ
ップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図７０】シリンジのバレル上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置にスナ
ップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図７１】シリンジのバレル上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置にスナ
ップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図であり、指掛けフランジ６６
が本来の位置にある指掛けフランジスロット６８を示す、図６８の詳細図である。
【図７２】シリンジのバレル上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置にスナ
ップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図７３】シリンジのバレル上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置にスナ
ップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図７４】シリンジのバレル上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置にスナ
ップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図７５】シリンジのバレル上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置にスナ
ップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図７６】シリンジのバレル上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置にスナ
ップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図であり、特に、図６７におけ
る指掛けフランジスロット６８の詳細図である。
【図７７】シリンジのプランジャ上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置に
スナップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図７８】シリンジのプランジャ上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置に
スナップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図７９】シリンジのプランジャ上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置に
スナップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図８０】シリンジのプランジャ上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置に
スナップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図８１】シリンジのプランジャ上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置に
スナップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図８２】シリンジのプランジャ上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置に
スナップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
【図８３】シリンジのプランジャ上のフランジの確実で、しっかりと付着した、定位置に
スナップ係合された配置を確保するための装着特徴を示す詳細図である。
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【図８４】スライダが後方位置にある本発明の固定具を示す下側斜視図である。
【図８５】スライダが前方位置にある本発明の固定具を示す下側斜視図である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　図２６～図２８Ａは、操作者がかなりの緊急性を有して挿入デバイス１０、シリンジ５
４、ワイヤガイド送給部モジュール３６及びカセット１４を組み立てる必要がある場合が
ある、緊急治療室等の状況のために意図された本発明の挿入デバイス１０の変形形態を示
す。保持リング５８が保持コーン８６と置き換えられている一方で、指掛けフランジ係止
部６４、バレルクリップ６０及びプランジャフランジクリップ７４に、シリンジ５４の嵌
合部分の高速な挿入を促進する外部ガイド６４Ｇ、６０Ｇ及び７４Ｇが設けられているこ
とを理解することができる。図２７は、指掛けフランジ６６を、指掛けフランジスロット
６８に水平方向又は垂直方向に装着することができる方法を示す。同様に、図２８Ａは、
プランジャフランジ７０とプランジャフランジクリップ７４との嵌合を示す。
 
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
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【補正方法】変更
【補正の内容】



(10) JP 2019-535469 A5 2020.12.17

【図３】

【手続補正８】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図４】

【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図５】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図７】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図９】

【手続補正１４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１０】

【手続補正１５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１１】

【手続補正１６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１２】
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【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１３】

【手続補正１８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１４】

【手続補正１９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１５】

【手続補正２０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２２】

【手続補正２１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２３】

【手続補正２２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２４】

【手続補正２３】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２５】

【手続補正２４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２６】

【手続補正２５】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２７】

【手続補正２６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２８】

【手続補正２７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２８Ａ
【補正方法】追加
【補正の内容】
【図２８Ａ】

【手続補正２８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図２９】

【手続補正２９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３０】

【手続補正３０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３１】

【手続補正３１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３２】

【手続補正３２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３３】

【手続補正３３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３４
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図３４】

【手続補正３４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３５
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図３５】
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【手続補正３５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３６】

【手続補正３６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３７
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図３７】

【手続補正３７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３８】

【手続補正３８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３９】

【手続補正３９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４０】

【手続補正４０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４１
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図４１】

【手続補正４１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図４２】

【手続補正４２】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図４３】

【手続補正４３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４４
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図４４】

【手続補正４４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４５
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図４５】

【手続補正４５】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図４６】

【手続補正４６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４７
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図４７】

【手続補正４７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４８】

【手続補正４８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４９
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図４９】

【手続補正４９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５０】

【手続補正５０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５１
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図５１】

【手続補正５１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５２】

【手続補正５２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５３
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図５３】

【手続補正５３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５４】

【手続補正５４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５５
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図５５】

【手続補正５５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５６】

【手続補正５６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５７
【補正方法】変更
【補正の内容】



(39) JP 2019-535469 A5 2020.12.17

【図５７】

【手続補正５７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５８】

【手続補正５８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５９】

【手続補正５９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６０
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図６０】
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【手続補正６０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図６１】

【手続補正６１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６２
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図６２】

【手続補正６２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６３】

【手続補正６３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６４
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図６４】

【手続補正６４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６５
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図６５】

【手続補正６５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図６６】

【手続補正６６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６７】

【手続補正６７】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図６８】

【手続補正６８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図６９】

【手続補正６９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７０
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図７０】
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【手続補正７０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図７１】

【手続補正７１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７２
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図７２】

【手続補正７２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７３
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図７３】
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【手続補正７３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図７４】

【手続補正７４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図７５】

【手続補正７５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７６】

【手続補正７６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７７
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図７７】

【手続補正７７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７８】

【手続補正７８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７９
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図７９】

【手続補正７９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８０
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図８０】



(51) JP 2019-535469 A5 2020.12.17

【手続補正８０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図８１】

【手続補正８１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８２
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図８２】

【手続補正８２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８３】

【手続補正８３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８４
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図８４】

【手続補正８４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８５】
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